
■水稲　速度連動式地上液剤少量散布（パンクル）用の殺虫剤・殺菌剤
水田自走式ブームスプレーヤー等
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発生時
（臨機対応）

― 予治
QoI
ﾋﾟﾚｽﾛｲﾄﾞ ア ミ ス タ ー ト レ ボ ン SE 300倍 83ｍｌ 14日前まで 3 ● ● ● ●

・紋枯病の病斑が上位葉しょうまでに及ぶような水田で
は出穂期頃に散布する

穂揃期
まで

－
予
治

抗生物質･
MBI-R･
ﾋﾟﾚｽﾛｲﾄﾞ

ダブルカットトレボンフロアブル 300倍 83ｍｌ 穂揃期まで 2 ● ● ●

・穂揃期とは、圃場全体で見て、有効分げつの90%以上
が出穂した日である
・カスガマイシンの総使用回数が２回以内であるため、こ
れを含むダブルカット混合剤やカスミン剤は、あわせて２
回以内までしか使用できないので注意する
・小麦など周辺作物への飛散に注意すること

穂揃期
以降

－ 予
MBI-R･
ﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ ビ ー ム エ イ ト ス タ ー ク ル ゾ ル 250～300倍 83〜100ｍｌ 7日前まで 3 ● ● ●

紋
枯
病

発生時
（臨機対応）

―
予
治

抗生物質 バ リ ダ シ ン 液 剤 ５ 300倍 83ｍｌ 14日前まで 5 ●
・病斑が上位葉しょうまでに及ぶような水田では出穂期
頃に散布する

300倍 ● ●

300～600倍 ●

600倍 ●

－ － ﾌｪﾆﾙﾋﾟﾗｿﾞｰﾙ キ ラ ッ プ フ ロ ア ブ ル 500倍 50ｍｌ 14日前まで 2 ● ● ●

－ － ﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ ス タ ー ク ル 液 剤 １ ０ 300倍 83ｍｌ 7日前まで 3 ● ●
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６／中旬
～７／上旬
（ドロオイ）
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７／下旬
～９／上旬
（カメムシ）

41〜83ｍｌ 14日前まで 3

・カメムシ類の生息する畦畔等も防除する

・カメムシ類の防除は、出穂期と7日後の２回を基幹とし
て行い、３回目以降については、発生動向に応じて実施
する

・スタークル液剤１０ 1,000倍液またはキラップフロアブル
1,000～2,000倍液またはエクシードフロアブル2,000倍液
を使用する場合、基幹防除を出穂
７～10日後の１回散布に省略できる。

防除上の注意事項

－ ﾋﾟﾚｽﾛｲﾄﾞ ト レ ボ ン 乳 剤
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系 統 名 薬 剤 名
回数
以内

希釈
倍率

水２５ℓあたり
使用薬量

適 用 病 害 虫 名

使用時期
(収穫前日

数)


